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第１回 小竹町水道事業運営審議会 会議録 

（公開用・詳細版） 
 

開催日時 令和７年７月３日（木曜日）１３時３０分～１４時３０分 

開催場所 小竹町役場 ２階 多目的室   ※施設調査：御徳浄水場 

出席者 

【委 員】出席委員：７名 

欠席委員：２名 

【事務局】上下水道課職員：４名 

配付資料 

 

資料１  小竹町水道事業運営審議会委員名簿 

資料２  小竹町水道事業運営審議会条例 

資料３  諮問書（写） 

資料４  会議、会議録等の公開について（案） 

資料５  小竹町水道事業の概要 

資料６  公営企業会計の仕組み 

資料７  小竹町水道事業の経営状況 

資料８  水道事業経営上の課題について 

資料９  今後の審議会スケジュール（案） 
 

議事要旨 

１ 開会 

【事務局】皆さまこんにちは。本日は大変お忙しい中、当審議会にご出席を賜り、誠にありが

とうございます。本日は１名ご欠席と、他に１名の方がお見えになっておりませんけども、

委員の皆様方の半数以上にご出席いただいておりますので、会議が成立いたしましたことを

ここにご報告をさせていただきます。それではただいまから、第 1回小竹町水道事業運営審

議会を開会させていただきます。審議会会長が決まりますまで、事務局で進行をさせていた

だきます。まずはじめに、小竹町長井上頼子がご挨拶を申し上げます。 

２ 町長あいさつ 

【小竹町長】皆さま、改めまして、こんにちは。皆さまにおかれましては、公私ともに大変お

忙しいなか、審議会の委員を快くお引き受けいただきまして、誠にありがとうございます。

小竹町の水道は、昭和 31年に開設以来、おいしい水、安全な水、安定供給に寄与してまい

りましたが、この近年の給水人口の減少と、それから物価高がありまして、なかなか経営状

況が難しく、他の地域でもあっておりますように、更新が進んでいないこともありまして、

つい先日は皆様方にも大変ご心配をおかけしたところです。30年以上料金を改定していな

いこと等もありまして、もうこのままではとても立ち行かないなというのは実感であります
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が、皆さま方の様々な視点からのご意見をいただきながら、今後の水道事業が安定的に継続

的に進んでいきますように進めてまいりたいと思いますので、どうぞ皆さんもお力をお借し

下さいますよう、よろしくお願いいたします。最後までどうぞよろしくお願いいたします。 

３ 委員の委嘱 

【事務局】では引き続きまして、委員の委嘱を行います。本日は代表して、依田委員に町長よ

り委嘱状を交付させていただきます。 

（町長より交付） 

他の皆様方には委嘱状を机上に配付させていただいておりますので、交付に代えさせていた

だきます。本日は第 1 回目の会議で初対面の方も多くいらっしゃることと存じますので、皆

様方に自己紹介をお願いしたいと思います。資料の 1といたしまして、皆様方の名簿をお配

りしております。名簿の順に自己紹介をお願いいたします。 

（委員名簿順に自己紹介ののち、事務局自己紹介） 

４ 会長、副会長の選出 

【事務局】それでは早速、会長、副会長の選出を行いたいと思います。資料の 2をお付けいた

しておりますので、ご覧ください。こちらは当審議会の条例でございます。条例の第 5 条第

2項により、会長、副会長は委員の互選によって定めるとされております。皆様方、まず、

会長選出についてはいかがいたしましょうか。 

【委 員】よろしいですか。会長、副会長まで意見を述べてよろしいですか。あの、まず学識

経験の方の中から、依田委員さんに会長、それから、水道の使用者の中から清水さんに副会

長ということでお願いしたいと思いますが、いかがでしょうか。 

【事務局】ありがとうございます。ただいま委員の方から、会長に依田委員を、副会長に清水

委員をというご意見がありましたけれども、皆様いかがでございましょうか。 

（異議なし） 

それではそのように決定をいたします。では会長、副会長から一言ご挨拶をお願いいたしま

す。 

【会 長】改めてよろしくお願いいたします。水道については、田川地区の水道料金の改定に

関わらせていただいた経緯がございます。そこは複数の市町で構成されているところで、上

がるところあり、下がるところありで大変だったんですけども。今回は一町でありますが、

先ほどお話しされたように、老朽化しているということで、料金を変えていくことも検討し

なければいけないのではないかとも思っております。よろしくお願いいたします。 

【副会長】副会長になりました清水です。お力になれるかどうかわかりませんが、よろしくお

願いします。 
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５ 諮問 

【事務局】それでは会長が決まりましたので、諮問を行います。会長、町長、前方で諮問をお

願いいたします。なお、資料３として、写しを皆様にお配りしておりますのでご覧くださ

い。 

（町長、諮問書を読み上げ、会長に手交） 

【事務局】諮問が終了いたしました。大変申し訳ございませんが、町長は他公務のためこちら

で退席をさせていただきます。それでは会長、副会長には前方のお席の方にご移動をいただ

いてもよろしいでしょうか。これより議事進行を会長にお願いいたしたいと思います。会

長、よろしくお願いいたします。 

６ 審議事項 

 ⑴ 審議会の運営について 

【会 長】それでは、今日の次第に沿って進めてまいりたいと思います。では、まず「⑴ 審

議会の運営について」。こちらについて事務局から説明をお願いします。 

【事務局】資料４をお願いいたします。当審議会につきましては、水道事業の今後の運営及び

経営に関し審議・答申を行う機関です。先ほどの諮問書の趣旨にありますように、様々な課

題を抱えております水道事業について、料金設定の適正性や投資・財政計画などをご審議い

ただくこととしております。この後、審議を行うにあたり、会議記録の取り扱いについて事

前にご協議をお願いするものです。まず、会議の公開については、原則として、開催の 1週

間前までに町のホームページに開催日時等を掲載し、周知することといたします。会議録及

び会議資料の公開については、会議録（要旨・全文）を作成いたします。発言者の氏名は明

示せず、単に委員、事務局等と記載することとします。委員名簿、会議次第、議論の要旨を

簡潔に記した会議録を会議終了後 30 日以内に町ホームページに掲載いたします。詳細な会

議録については、会議録全文及び会議資料は、最終答申後の適切な時期に町ホームページに

掲載いたします。④掲載にあたっては、事前にすべての委員に内容確認を行うものとしま

す。以上、いずれも原則公開を前提としておりますが、審議の深まりによって懸念が生じた

場合には、都度会議に諮りご決定いただきたく存じます。以上です。 

【会 長】はい。どうもありがとうございました。ただいま、審議会の運営について、説明が

なされました。今の説明に関しまして、ご意見等がありましたらお願いします。 

（意見等なし） 

特にないようですが、原則公開ということですね。それから、傍聴についてですが、今日は

傍聴者はいらっしゃいませんが、傍聴という可能性もちょっとあると思います。こちらにつ

いてはどういたしたら良いか、ちょっと質問をしたい。 

【委 員】希望者があるなら、拒む必要はないと思うんですが。 

【会 長】先ほどお話があったように、料金体系の話とか、そういった話が出てくると思うん

ですよね。 
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【委 員】そうですよね。ちょっとこの点、先に公開すべきでない内容の場合は、それはやっ

ぱり別の考え方が必要ですかね。 

【会 長】事務局としては、どういった対応をお考えですか。 

【事務局】事務局としては、都度、会議に諮って決めていただくのが一番いいだろうとは思う

んですけれども、会長や委員のおっしゃられるように、いろんなパターンに基づいて算定し

た数字が独り歩きしたりすること、例えば料金が適正か適正でないかという視点でもって検

討を行う際に、それがもうさも決まったかのように、傍聴者を通じて情報が出てしまう可能

性については懸念を持っております。 

【会 長】そうしましたら、会議の前に委員の方にはかって傍聴を認めるかどうかということ

を聞いていきますか。あるいはもう認めないということも。 

【委 員】傍聴があるかないかっていうのは、その日の会議の時じゃないと分からないと思う

んですよね。今、言われたように、その時の話の内容を加味して、あ、今日はいいんじゃな

いかという意見になって、傍聴が認められるのでは。 

【事務局】会議を進めるにあたり、次回の議題をお示しすることになろうかと思います。その

際に、おおむねですね、次回の傍聴の可否については、予めご判断はいただけるんじゃない

かと考えておりますが、いかがでしょうか。 

【会 長】そうしますと、1週間前までに審議会の開催についてホームページに掲載する段階

で今回は公開でないと判断したという風に。事前に委員に判断してもらうと。 

【事務局】事前に資料を含め議題の内容をお示ししますので、事前にお聞きしたいと思いま

す。 

【会 長】では公開については、そのような形でよろしいでしょうか。 

（異議なし） 

では、そのような形で進めさせていただきます。 

⑵ 水道事業の概要、公営企業会計の仕組みについて 

【会 長】事務局の説明をお願いします。 

【事務局】右上に資料５と書かれたＡ４横の分をお願いいたします。それでは、小竹町水道事

業の概要についてご説明をいたします。１ページをお願いいたします。小竹町水道事業の沿

革について記載をしております。本町の水道事業は、昭和 31 年の創設以降、水需要の増加

に対応するため、上にある表に記載のとおり拡張を行ってまいりました。上の表の一番下に

なりますが、平成 12 年には、宅地開発や小竹工業団地の完成に伴う工場用水の増加などを

見込み、第６次拡張事業を実施いたしました。１ページ下の表には、現在の計画給水人口等

を記載しております。計画給水人口が 9,160 人、計画１日最大給水量が 6,140 立米、計画１

日平均給水量が 4,810 立米、計画１人１日最大給水量が 670ℓ、計画１人１日平均給水量が

524ℓとなっております。２ページをお願いいたします。本町の給水区域についてとなりま

す。右側に小竹町の地図を記載しておりますけれども、町の北側に給水を行う北部給水区域

と、町の南側に給水を行う勝野給水区域に分かれております。水源については４つあり、第
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１水源から第３水源が勝野系、第４水源が北部系となっております。御徳浄水場で系統ごと

に浄水処理を行い、配水池を経由して各区域に給水を行っております。水源につきまして

は、下の表に記載の通り、第１水源が遠賀川伏流水、第２水源が庄内川表流水、第３水源が

三六地下水、第４水源が遠賀川伏流水となっています。３ページをお願いいたします。本町

の水道料金体系についてでございます。本町では、用途別に基本料金と従量料金を組み合わ

せた二部料金制を採用しており、基本水料を超えた水量分を超過料金として基本料金に上乗

せいたします。家庭用では、４立米未満と 10 立米以下で基本料金が二段階に設定されてお

ります。消費税の転嫁を除く全体的な料金改定は平成元年度が最後となっており、３５年以

上料金改定は行われておりません。資料５の水道事業の概要についての説明は以上となりま

す。続けて、資料６、公営企業会計の仕組みについて説明をさせていただきます。こちらで

は公営企業会計の概要についてご説明をしますけれども、専門用語も多くなり、うまくお伝

えできない部分もあると思いますけども、全体的なイメージを掴んでいただければと思って

おります。１ページをお願いいたします。１ページでは一般会計と公営企業会計の違いにつ

いて記載しております。一般会計では、町税や国や県からの交付金、補助金などの収入を配

分し、町の基本的な行政サービスを行います。一方、公営企業では、その事業収入を財源と

して、独立採算の原則により特定の事業を経理する会計となっております。本町では、上水

道、下水道、町立病院が公営企業会計として運営されております。下の表では、適用法律、

会計処理、決算等の違いについて記載しております。会計処理においては、一般会計は現金

の動きが主となる現金主義となりますが、公営企業会計では発生主義の複式簿記となってお

ります。決算においては、一般会計が決算書のみとなるのに対しまして、公営企業会計で

は、損益計算書や貸借対照表の財務諸表が必要となっており、一般会計とは大きく異なり、

民間の企業会計に近い処理となっております。２ページをお願いいたします。一般会計と公

営企業会計の違いの中で、公営企業会計は独立採算の原則があるとご説明をいたしました

が、地方公営企業法第１７条の２第２項で、「地方公営企業の特別会計においては、その経

費は前項の規定により、地方公共団体の一般会計または他の特別会計において負担するもの

を除き、当該地方公営企業の経営に伴う収入を持って充てなければならない」と規定されて

おります。従って、水道事業特別会計におきましては、一般会計が負担すべき経費を除き、

水道を供給するために必要な経費は、水道事業の収入、主に給水収益で賄い、経営を行わな

ければいけません。３ページをお願いいたします。公営企業会計には、収益的収支と資本的

収支の２つの収支があります。左側の収益的収支においては、主な収入は給水収益、主な支

出は維持管理費、減価償却費、企業債利息支払で構成され、１年間の収入と支出については

損益計算書に計上されます。損益計算書では、単年度の経営状況を把握することができま

す。右側の資本的収支では、主な収入は企業債、主な支出は建設改良費等の固定資産を取得

するために要した企業債の元金償還金で構成されており、企業債と固定資産の動きについて

は、貸借対照表において負債勘定と資産勘定にそれぞれ計上されます。貸借対照表では、現

在の資産・負債・資本の状況を把握することができます。４ページお願いいたします。こち

らで、収益的収支の内容について追加してご説明をいたします。上の部分になりますけれど

も、収入につきましては、先ほどもご説明したように、主に料金収入となっており、それ以

外に手数料等の収入があります。その右横にあります長期前受金ですが、こちらは固定資産

を取得した際に、国や県から受け取った補助金や交付金を、その資産の耐用年数で分割いた

しまして、毎年度収益として計上しているものです。補助金や交付金の現金は資産取得の際

に受け取っておりますので、毎年度収益化する際には実際に現金が動くことはありません。

支出の部では、維持管理費等の事業を行うために必要な費用があり、企業債の利息の支払い

もございます。減価償却費は、固定資産の購入額をその資産の耐用年数に応じて毎年費用と
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して計上するものです。こちらも長期前受金と同じく固定資産を取得した際に現金は動いて

おりますので、毎年度費用として計上される際には現金は動かないような支出になってまい

ります。収入と支出を上回った分の差額につきましては、収入の右端に書いておりますけれ

ども、純利益となり、利益剰余金として積み立てることができます。支出が上回った場合

は、損失が発生し、過去に積み立てた利益剰余金等を充てることになります。ご説明したよ

うに、長期前受金と減価償却費は現金が動かない収入と支出になりますので、その差額につ

きましては内部留保となりまして、損益勘定留保資金という形になります。利益剰余金と損

益勘定留保資金は、資本的収支を補填する補填財源とすることができます。この補填財源に

つきましては、また次のページでご説明をいたします。５ページお願いいたします。資本的

収支の中身についてのご説明になります。資本的収支の収入につきましては、工事等を行う

ために借りた企業債となります。支出は、工事等を行う建設改良費と企業債償還金がありま

す。図で示しているように、基本的に資本的収支では収支不足が発生いたします。この収支

不足が発生した分につきましては、先ほどの収益的収支で積み上げました利益剰余金や損益

勘定留保資金の補填財源で補填しなければいけません。もし、積み立てている補填財源が不

足する場合は、資本的収支の予算を組むことができなくなってしまいます。資料６、公営企

業会計の仕組みについての説明は以上となります。 

【会 長】ありがとうございました。水道事業の概要、公営企業会計の仕組みについて、事務

局から説明をいただきました。この内容につきまして、ご意見、ご質問等がありましたらお

願いします。 

（意見等なし） 

⑶ 水道事業の経営状況について 

【会 長】事務局の説明をお願いします。 

【事務局】では、資料７についてご説明いたします。資料７については内容に一部修正があり

ましたので、今回机の方に配布させていただきました資料の方をお願いいたします。修正箇

所については、後ほどご説明をさせていただきます。それでは１ページをお願いいたしま

す。こちらでは、給水人口等の推移を示しております。こちらでは給水人口と有収水量につ

いて、ご説明をいたしますけれども、それぞれの言葉の定義を、下の方に米印で書かせてい

ただいております。「給水人口」とは、給水区域内に居住し、給水を受けている人口になり

ます。町全体の人口から、一部本町の区域内でも給水をしていない地域がありますので、そ

の人口を除いた人口となっております。「有収水量」につきましては、料金徴収の対象とな

った水の量を示しております。では、こちらのグラフの方に記載しておりますけれども、町

の人口減少に伴いまして、小竹町の給水人口につきましては、平成２７年度から令和６年度

までの１０年間で６％減少し、有収水量につきましても１５％減少しております。国立社会

保障人口問題研究所の推計によりますと、今後も本町の人口減少は継続していきますので。

令和６年度から令和１６年の１０年間で、さらに給水人口は２０%減少し、有収水量は１

９％減少することが予測されております。２ページをお願いいたします。こちらは有形固定

資産減価償却率の推移についての資料となります。有形固定資産減価償却率は、償却対象資

産のうち、減価償却がどの程度進んでいるかを示す指標になっております。率が高いほど減

価償却が進んでいることになりますので、施設の老朽化が進んでいることを示しておりま

す。類似団体が黄色の棒グラフ、本町が青いグラフになりますけれども。本町においては、

類似団体平均よりも高い数値で推移しておりますので、施設の老朽化が進んでいることがわ
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かります。３ページをお願いいたします。こちらは管路の更新率についての推移になりま

す。当該年度に更新した管路延長の割合を表す指標になりまして、管路の更新ペースや状況

を把握できる指標となります。本町におきましては、令和元年度から３年度については、類

似団体平均数値以上となっておりますが、それ以外では平均を下回っております。なお、こ

の数値には含まれておりませんが、下水道事業等の工事の影響で水道管の移設が必要にな

り、受託工事という形で行い、管が新しくなっているものもありますけども、それらの更新

を含めても管路の更新については進んでいない状況になっております。４ページをお願いい

たします。こちらは料金収入についての資料となります。令和６年度につきましては、表で

言う一番右になりますけれども、過去１０年間で最も少ない料金収入となっております。グ

ラフで見ていただくと、令和５年度から半分以下になったように見えるんですけども、こち

らはグラフの下限値を１億５千万に設定しているので、こういう形で見えておりますけれど

も、金額としては約６百万円の給水料金収入の減少となっております。当年度を含む３年平

均を黄色の折れ線グラフで示しておりますけれども、減少傾向が続いていることがわかりま

す。令和２年度についてはコロナ禍による生活支援として基本料金を２か月減免しておりま

す。こちらの黄色の部分についてですが、先日お送りした資料では、誤って令和３年の上に

乗っておりましたが、今回お配りした資料の、令和２年にこの黄色の部分が乗ったものが正

しい形となります。この分は水道料金の生活支援として減免いたしましたけれども、その分

につきましては、一般会計からの補助金で補填をしております。給水人口については減少し

ていきますので、今後も料金収入につきましては、減少が続くことが予想されております。

次に５ページをお願いいたします。こちらが経常収支比率についての資料となります。経常

収支比率は、経常収益を経常費用で割ることによって算出され、経常的な費用が経常収益に

よりどの程度賄われているかを示す指標となります。この比率が１００％未満である場合、

収益で費用を賄えていない状況を意味しております。平成２７年度から令和６年度までの平

均は９８．６％となっており、目安となる１００％を下回っており、費用を収入で賄えてい

ない状況が続いております。今後も収益が増加する要因がないなかで、施設の更新による減

価償却費の負担増や物価高騰による費用の増加が見込まれるため、経常収支比率につきまし

ては１００％を下回る状況が今後も予測されております。６ページをお願いいたします。６

ページは料金回収率についての資料となります。料金回収率は、供給単価を給水原価で割る

ことによって算出される指標となります。供給単価と給水原価の言葉の定義につきましては

下に記載しておりますけれども、供給単価は、有収水量一立米あたりに得られる収益で、給

水原価につきましては、有収水量一立米あたりにかかっている費用になります。給水にかか

る費用、給水収益で賄っている割合を示す指標になりますけども、回収率が１００％を下回

っている場合、給水収益が給水にかかる費用を下回っておりますので、この場合、給水にか

かる費用の不足分は、水道料金による収入以外の収入で賄われていることになります。平成

２７年度から令和６年度までの平均は、９０．６％となっており、１００％を約１０％下回

っております。経常収支比率と同じく、今後も収益が増加する要因がない中で、費用の増加

も見込まれるため、料金回収率は１００％を下回る状況が続くことが予測されております。

７ページをお願いいたします。こちらは資金残高についての資料となります。資金現在高に

つきましては、先ほど「公営企業会計の仕組み」の中でご説明しました利益剰余金、また損

益勘定留保資金の合計で算定しております水道事業の会計において、純損失の発生や資本的

収支の補填を行うために、資金残高については減少を続けております。さらには、令和６年

度以降、収益的収支の状況が悪化していることによりまして、急速な減収が今後も見込まれ

ており、令和８年度には資金残高がマイナス、資金が枯渇する可能性があります。以上が、

小竹町水道道事業の経営状況についての説明となります。 
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【会 長】ありがとうございました。皆様ご質問等はございませんか。では私から。４ページ

の料金収入の推移で、令和６年度が、令和２年のコロナの時より更に減っている。これは何

か特に理由がありますか。 

【事務局】やはり全体的な町人口の減少によるものです。人口の減少に伴いまして、給水人口

についても、平均の折れ線グラフでも示していますように、人口に応じて給水収益も減少を

続けております。 

【会 長】そうなると先ほど少しあったように予測の中で、料金収入が減っていくという可能

性が十分あるということですね。わかりました。他によろしいでしょうか。本当に、厳しい

状況にあるということだというのが分かると思います。 

⑷ 課題の整理 

【会 長】事務局の説明をお願いします。 

【事務局】では、資料８をお願いいたします。これまで資料の説明をさせていただきまして、

事務局としては、水道事業の経営上、大きな課題として３つあると考えております。１つ目

が給水人口の減少による収益の悪化、２つ目が保有資金、補填財源の枯渇、３つ目が施設の

老朽化への対応の遅れなどがあると考えております。これらの課題に対応し、安定した事業

経営を継続するためには、まず財政状況を改善する必要があると思っております。水道事業

が独立採算で主に水道料金で必要な費用を賄う事業体であるという原則から、水道料金の適

正性について検証し、財源の確保策を検討することが喫緊の課題であると捉えております。

あわせて、将来の財政見通しを含む中長期的計画を立案するため、今後の具体的な審議をお

願いしたいと考えております。以上です。 

【会 長】ありがとうございました。課題の整理ということで、３点採り上げていただいてお

ります。この３点、課題について、ご質問あるいはご意見等ありましたらお願いしたいと思

います。 

【委 員】課題の２番の「保有資金・補てん財源の枯渇」とあります。枯渇することになった

らどうなりますか。 

【事務局】２番目の「保有資金と補てん財源の枯渇」ですが、やはり事業を運営していくため

には現金、資金が当然必要となってまいりますので、その資金残高が減ってきますと、事業

の運営に非常に支障をきたすような形になってまいります。先ほど、資本的収支の説明の中

で、補填財源がない場合は予算を組めなくなるというお話もさせていただきましたけども、

補填財源が枯渇しますと、４条資本的収支予算の建設改良費などの収支のバランスが、水道

事業単独では取れない形になってまいりますので、予算を組むこと自体が非常に厳しくなっ

てくると考えております。 

【委 員】その場合は、一般会計から繰り入れるなどの対応は。一時的にでしょうけれど、緊

急的に考えていくとかいうお話になるのでしょうか。そういったことも想定されるケースで

すよね。 

【事務局】今の水道事業が、一般会計から繰り入れている分につきましては「独立採算の原

則」の説明の際に、一般会計が負担すべき経費は繰り入れているというお話をしたんですけ

ども、消火栓の負担金や、職員の児童手当の負担金など、一部については、いわゆる基準内
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繰り入れとして、一般会計からいただける形になりますので、それについては現状でも繰り

入れております。ですが、それ以外の基準外のものにつきましては、やはり基本的には独立

採算の原則がありますので、基本的には水道料金で賄うべき必要があると思いますので、ま

ずはその水道事業の中で、収益の確保を含めて、検討を進めていかないといけないとは考え

ております。 

【事務局】確かに他の市町事業体さんでは他会計から繰り入れているところもあるとは思いま

すけども。 

【委 員】もう来年、再来年こうだということになっておりますのでね。 

【会 長】ほかにございませんでしょうか。資料７の７ページ目ですけども、令和８年度には

資金残高がマイナスになってしまう可能性があるということで、諮問にもありましたように

料金改定をどうするかということも早急に判断しなければならないということです。そうい

う状況であるということは、委員の皆さん方も認識していただけると思います。この点につ

いてはよろしいでしょうか。まず最初に料金を改定するかしないか、判断する必要があると

いうことですね。 

【委 員】「対応の遅れ」ということで、三十数年間は、ほったらかしていたということです

よね。先は見えているのに何も手を付けて来なかったというのが現実ということなんです

ね。 

【事務局】料金改定の是非と言いますか、改定を行うことについての検討は、当然、これまで

にもあったと思われますけども、一番住民生活に直結した料金であるということで、値上げ

については、やはり慎重にならざるを得ないというところがあったかと思います。ただ、収

入として、料金収入がきちんと確保されなければ施設の更新が行われないということになり

ますので、委員がおっしゃるように、結果的には繰り延べと言いますか、後ろに伸ばしただ

けの結果になっているというのが現状だと思っております。 

【委 員】小竹町以外の、宮若市さんとか直方市さんの水道料金と比較して、小竹町の水道料

金はどうなんですか。 

【委 員】直方市の方がちょっとだけ安いと思います。あまり変わりません。 

【事務局】２回以降の審議の中で直近のものをお示ししようと現在事務局の方で調べていると

ころでございます。手持ちの資料で令和４年のものにはなるんですが。県内 50事業体ほど

があるとしまして、小竹町の料金は 20立米で計算した場合に、33 番目ぐらいに位置する

と。直方市さんはその一つ次ぐらいというところです。ご存じの通り、最近の水道料金の値

上げの全国的な動きというのは、報道等で皆さまご存じと思いますけども、改定が今、軒並

みあっておりますので、かなり動いてきているとは思います。この件については２回目以降

の審議できちんとお示しようと思っております。 

【会 長】全体の収入の確保が課題となると考えておりますけれども、経営をどうしていくか

ということ。これももちろん諮問の中身になっていると思いますけれども、今日の説明の中

で、まず料金が課題になるかと思います。次回の審議会の中で、まずはその料金をどうする

かということ、こちらをまず皆さんと一定の議論をしていければと思いますが、よろしいで

しょうか。では次の審議会については、そのような形で進めていきたいと思います。 
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⑸ 今後の審議スケジュールについて 

【会 長】スケジュール案について、事務局の説明をお願いします。 

【事務局】資料９をお願いいたします。スケジュール案ですが、当審議会につきましては、12

月までに月に一度、計 5回の審議を予定しております。第 2回につきましては、現在の水道

料金で推計いたしました詳細な財政予測をお示しする予定としております。その上で、先ほ

どご意見のありましたように、料金改定の必要性の有無についてまずご協議いただきまし

て、ご意見をご集約いただきたいと思っております。事務局といたしましては、その結果に

つきましては、後の審議の方向性を決めるものとなりますので、町長に対しまして中間答申

を行うような形でお願いしたいと思っております。以上です。 

【会 長】ありがとうございました。スケジュールについて、それから中間答申を８月に実施

するということ。こちらの方はよろしいでしょうか。よろしければ皆さん、挙手をいただい

てよろしいでしょうか。ではそれで行きたいと思います。よろしくお願いします。では。こ

こまでの審議事項が終わりましたので、事務局から説明をお願いします。 

【事務局】まずこの後、御徳浄水場の方に移動しまして、実際、浄水場の施設をご見学いただ

きたいと思っております。それから、審議会委員さんとしての報酬と費用弁償が発生いたし

ますけども、そちらにつきましては、計５回の会議を予定しておりますので、最後に振り込

みという形でお支払いをさせていただきたいと思っております。最後に、次回の開催予定に

ついてお話をさせていただきます。先日、皆様の方から日程調整表をご提出いただきまし

た。ありがとうございます。全部で９名の方がいらっしゃるんですけども、最も参加可能な

方が多い日で事務局で選ばせていただいております。次回は、令和７年８月２８日木曜日、

９時３０分からを予定しております。正式な開催通知につきましては、後日送らせていただ

きます。資料につきましても事前に送らせていただきますので、ご出席できない方につきま

しては、事前にご意見を事務局の方にご報告ください。審議会の中でご意見についてはご紹

介させていただきたいと思っております。事務局からは以上です。 

～  閉会  １４時３０分   ～ 

◎ 施設調査 

 御徳浄水場にて施設調査を実施。参加委員５名。（１５時００分終了） 

 

 

 

 

 

 

 

 


